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2025年９月１日付で、日興アセットマネジメント株式会社から社名変更しました。 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 
第69期（決算日 2025年11月17日）第70期（決算日 2026年２月16日） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「オーストラリア株式ファンド」は、2026年２月16日に第70期の決算を行ないましたので、第69期と第
70期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2008年９月26日から2049年８月13日までです。 

運 用 方 針 主として「オーストラリア株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざします。 

主要運用対象 

オーストラリア株式ファンド 「オーストラリア株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。 

オーストラリア株式マザーファンド オーストラリア企業が発行する金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

オーストラリア株式ファンド 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

オーストラリア株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水

準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないことも

あります。 
 

＜441031＞ 

オーストラリア株式ファンド 
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オーストラリア株式ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

S & P / A S X  2 0 0 指 数 
(税引後配当込み、円換算ベース) 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(ベンチマーク) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

61期(2023年11月15日) 6,972 120 0.4 285.96 1.2 90.4 5.7 2,818 

62期(2024年２月15日) 7,330 120 6.9 308.52 7.9 89.7 5.4 2,849 

63期(2024年５月15日) 7,766 120 7.6 340.97 10.5 91.2 3.9 3,011 

64期(2024年８月15日) 7,097 120 △7.1 325.10 △ 4.7 89.1 7.8 2,709 

65期(2024年11月15日) 7,394 120 5.9 359.84 10.7 89.1 7.7 2,813 

66期(2025年２月17日) 7,120 120 △2.1 357.88 △ 0.5 85.3 8.5 2,622 

67期(2025年５月15日) 6,897 120 △1.4 342.18 △ 4.4 87.3 8.9 2,505 

68期(2025年８月15日) 7,452 120 9.8 374.80 9.5 88.5 8.7 2,578 

69期(2025年11月17日) 7,833 120 6.7 388.79 3.7 88.8 8.2 2,646 

70期(2026年２月16日) 8,405 120 8.8 431.63 11.0 90.8 5.1 2,763 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） S&P/ASX 200指数（税引後配当込み）は、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス（S&PDJI）が発表している、オーストラリア証券取引所

上場の時価総額上位200銘柄で構成される時価総額加重平均指数です。同指数の（円換算ベース）とは、公表指数を基に円換算したもの

です。なお、設定時を100として2026年２月16日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
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オーストラリア株式ファンド 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

S & P / A S X  2 0 0 指 数 
(税引後配当込み、円換算ベース) 株   式 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 (ベンチマーク) 騰 落 率 

第69期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年８月15日 7,452 － 374.80 － 88.5 8.7 

８月末 7,652 2.7 380.87 1.6 88.0 8.0 

９月末 7,754 4.1 385.67 2.9 87.2 7.8 

10月末 8,003 7.4 399.28 6.5 86.9 7.9 

(期  末)       

2025年11月17日 7,953 6.7 388.79 3.7 88.8 8.2 

第70期 

(期  首)       

2025年11月17日 7,833 － 388.79 － 88.8 8.2 

11月末 7,899 0.8 393.52 1.2 88.7 8.2 

12月末 8,183 4.5 408.11 5.0 87.5 8.3 

2026年１月末 8,509 8.6 430.42 10.7 87.4 7.6 

(期  末)       

2026年２月16日 8,525 8.8 431.63 11.0 90.8 5.1 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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オーストラリア株式ファンド 

○運用経過 (2025年８月16日～2026年２月16日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびS&P/ASX 200指数（税引後配当込み、円換算ベース）は、作成期首（2025年８月15日）の値が基準価額と同

一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） S&P/ASX 200指数（税引後配当込み、円換算ベース）は当ファンドのベンチマークです。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、オーストラリアの株式に実質的に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめ

ざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・金価格および資源価格の上昇を背景に、金および鉱業関連銘柄が上昇したこと。 

・期間の後半、中国株式市場が上昇したことなどから、中国経済に対して過度な悲観論が後退したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・オーストラリア国内のインフレ再加速とそれに伴なう金融政策の不透明感。 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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オーストラリア株式ファンド 

 

（オーストラリア株式市況） 

オーストラリア株式市場は、インフレ動向と金融政策を巡る不透明感が高まる中、セクターおよび銘柄間で

明暗が分かれる展開となりました。期間の初めには、インフレの鈍化を背景とした金融緩和期待が市場を下支

えしましたが、中盤以降はインフレ指標が再び上振れし、オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）の政策スタンス

を巡る見方が不安定化しました。 

こうした環境下、市場全体では概ね横ばいでの推移となりました。一方で、セクター間では跛行色が強くな

り、素材セクターが大きく上昇した一方で、情報技術セクターやヘルスケアセクターは低迷しました。 

 

（為替市況） 

期間中における円／オーストラリアドル相場は、右記の推移となりま

した。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「オーストラリア株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行ないました。 

 

（オーストラリア株式マザーファンド） 

期間中、ポートフォリオでは、経済環境やファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）、配当利回りなどを勘

案し活発な銘柄入替を行ないました。 

具体的には、市場の期待が高まったことで株価が上昇した銘柄を売却した一方で、相対的に株価が低迷し、

また成長余地が見込まれる銘柄については、段階的な組み入れを実施しました。 

 

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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オーストラリア株式ファンド 

 

期間中における基準価額は、16.2％（分配金再投

資ベース）の値上がりとなり、ベンチマークである

「S&P/ASX 200指数（税引後配当込み、円換算ベース）」

の上昇率15.2％を概ね1.0％上回りました。 

ベンチマークとの差異における主な要因は以下の

通りです。 

 

＜プラス要因＞ 

・金を生産する大手企業の保有が、金価格の大幅な

上昇を背景に、プラス寄与となりました。 

・バリュエーション（価値評価）の割高な銘柄の一

角に消極姿勢で臨んでいたこと。ＰＥＲ（株価収

益率）などで見て過去の水準から乖離している銘

柄の幾つかがアンダーパフォームし、相対的にプ

ラスに働きました。 

 

＜マイナス要因＞ 

・オーストラリアを代表する鉱業企業に消極姿勢で

臨んでいたこと。市況が一時上昇したことなどか

ら、期間の後半にこの企業の株価が上昇しマイナスの影響となりました。 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第69期 第70期 

2025年８月16日～ 
2025年11月17日 

2025年11月18日～ 
2026年２月16日 

当期分配金 120  120  

(対基準価額比率) 1.509％ 1.408％ 

 当期の収益 120  98  

 当期の収益以外 －  21  

翌期繰越分配対象額 3,204  3,759   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
 
  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） S&P/ASX 200指数（税引後配当込み、円換算ベース）は当ファン

ドのベンチマークです。 
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オーストラリア株式ファンド 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、ファンドの基本方針に則り、原則として「オーストラリア株式マザーファンド」受益証券を高位

に組み入れて運用を行ないます。 

 

（オーストラリア株式マザーファンド） 

今後のオーストラリア株式市場は、引き続きインフレ動向と金融政策の方向性が焦点になると考えられま

す。インフレ動向を受けて、ＲＢＡは金融引き締め方向へ舵を切った可能性があります。市場では、2026年中

の追加利上げ時期やペースを巡る思惑が変動要因となりやすく、株式市場のボラティリティ（変動性）は高ま

りやすい局面が想定されます。一方でＲＢＡの判断は、オーストラリア経済が堅調で、雇用環境と一定の成長

モメンタムが維持されており、急激な景気減速リスクは限定的との見方の裏返しでもあります。住宅市場につ

いては金利上昇観測が需要を抑制する可能性はあるものの、経済全体では大幅な悪化には至らないと見込ま

れます。 

外部環境では、米国経済は底堅さを維持しているものの、成長の牽引役が一部のセクターに集中していると

見られ留意が必要です。中国経済は調整局面にある可能性がありますが、株式市場の回復や貿易環境の安定化

は、資源需要を下支えする要因になるとみています。 

このような環境下、当ファンドでは、バリュエーションを重視した投資判断を継続し、相対的に業績の安定

性が高い生活必需品セクターやコミュニケーションサービスセクターといった業種を重視した運用を継続し

ます。一方で、景気循環や金利動向の影響を受けやすい分野については、個別企業の収益力や財務健全性を精

査しながら慎重に投資判断を行なう方針です。市場環境の変化に柔軟に対応しつつ、中長期的な収益機会の獲

得をめざした運用を行なっていきます。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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オーストラリア株式ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2025年８月16日～2026年２月16日) 

項 目 
第69期～第70期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 71  0.892  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (34)  (0.429)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (33)  (0.418)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.045)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.062   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 5)  (0.058)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0)  (0.004)   

（c） そ の 他 費 用 6   0.078   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 4)  (0.054)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 2)  (0.022)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 82   1.032    

作成期間の平均基準価額は、8,000円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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オーストラリア株式ファンド 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.91％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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オーストラリア株式ファンド 

○売買及び取引の状況 (2025年８月16日～2026年２月16日) 

 

銘 柄 
第69期～第70期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
オーストラリア株式マザーファンド － － 54,704 247,093 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年８月16日～2026年２月16日) 

 

項 目 
第69期～第70期 

オーストラリア株式マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 2,845,788千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 2,356,500千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.20   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年８月16日～2026年２月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年８月16日～2026年２月16日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。  

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年８月16日～2026年２月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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オーストラリア株式ファンド 

○組入資産の明細 (2026年２月16日現在) 

 

銘 柄 
第68期末 第70期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

オーストラリア株式マザーファンド 612,404 557,699 2,703,448 
 
（注） 親投資信託の2026年２月16日現在の受益権総口数は、557,699千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年２月16日現在) 

項 目 
第70期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

オーストラリア株式マザーファンド 2,703,448 95.9 

コール・ローン等、その他 114,510 4.1 

投資信託財産総額 2,817,958 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） オーストラリア株式マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（2,724,991千円）の投資信託財産総額（2,773,939千

円）に対する比率は98.2％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1オーストラリアドル=108.37円。

 

 

  

親投資信託残高 
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オーストラリア株式ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第69期末 第70期末 

2025年11月17日現在 2026年２月16日現在 

  円 円 

(A) 資産 2,723,936,091   2,817,958,296   

 コール・ローン等 75,864,670   86,935,363   

 オーストラリア株式マザーファンド(評価額) 2,592,109,488   2,703,448,733   

 未収入金 55,960,925   27,572,438   

 未収利息 1,008   1,762   

(B) 負債 77,430,776   54,173,975   

 未払収益分配金 40,542,296   39,459,741   

 未払解約金 24,447,161   2,252,181   

 未払信託報酬 12,117,113   11,851,017   

 その他未払費用 324,206   611,036   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,646,505,315   2,763,784,321   

 元本 3,378,524,672   3,288,311,785   

 次期繰越損益金 △  732,019,357   △  524,527,464   

(D) 受益権総口数 3,378,524,672口 3,288,311,785口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,833円 8,405円 
 

（注） 当ファンドの第69期首元本額は3,460,207,664円、第69～70期中追加設定元本額は277,017,082円、第69～70期中一部解約元本額は

448,912,961円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第69期0.7833円、第70期0.8405円です。 

（注） 2026年２月16日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は524,527,464円です。 

 

  



品 名：90002_441031_070_03_オーストラリア株式ファンド_1094628.docx 

日 時：2026/3/26 18:21:00 

ページ：12 

 

－ 12 － 

オーストラリア株式ファンド 

○損益の状況 

項 目 
第69期 第70期 

2025年８月16日～ 
2025年11月17日 

2025年11月18日～ 
2026年２月16日 

  円 円 

(A) 配当等収益 76,243   106,589   

 受取利息 76,243   106,589   

(B) 有価証券売買損益 178,370,900   233,961,896   

 売買益 185,511,151   239,396,903   

 売買損 △    7,140,251   △    5,435,007   

(C) 信託報酬等 △   12,441,319   △   12,168,109   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 166,005,824   221,900,376   

(E) 前期繰越損益金 218,426,641   319,192,382   

(F) 追加信託差損益金 △1,075,909,526   △1,026,160,481   

 (配当等相当額) (    738,319,851)  (    734,595,448)  

 (売買損益相当額) (△1,814,229,377)  (△1,760,755,929)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  691,477,061   △  485,067,723   

(H) 収益分配金 △   40,542,296   △   39,459,741   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  732,019,357   △  524,527,464   

 追加信託差損益金 △1,075,909,526   △1,026,160,481   

 (配当等相当額) (    738,808,722)  (    734,701,446)  

 (売買損益相当額) (△1,814,718,248)  (△1,760,861,927)  

 分配準備積立金 343,890,169   501,633,017   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要した費用のうち、2025年８月16日～2026年２月16日

の期間に当ファンドが負担した費用は6,002,323円です。 

（注） 分配金の計算過程（2025年８月16日～2026年２月16日）は以下の通りです。 

項 目 
2025年８月16日～ 
2025年11月17日 

2025年11月18日～ 
2026年２月16日 

a. 配当等収益(経費控除後) 48,331,814円 7,065,938円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 117,674,010円 214,834,438円 

c. 信託約款に定める収益調整金 738,808,722円 734,701,446円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 218,426,641円 319,192,382円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,123,241,187円 1,275,794,204円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,324円 3,879円 

g. 分配金 40,542,296円 39,459,741円 

h. 分配金(１万口当たり) 120円 120円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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オーストラリア株式ファンド 

○分配金のお知らせ  

 第69期 第70期 

１万口当たり分配金（税込み） 120円 120円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2025年８月16日から2026年２月16日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、2025年９月１日付けにて信託約款の一部に所要の変更を行ないました。 

①委託会社である当社がその社名を「日興アセットマネジメント株式会社」から「アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社」に変更いたしました。（第１条、第16条） 

②当社の社名変更に伴ない、電子公告を掲載する当社ホームページのＵＲＬを「www.nikkoam.com/」から

「www.amova-am.com」に変更いたしました。（第57条） 

 

 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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